
イ
マ

河
村
願
勝
寺
と
あ
る
か
ら
、
笛
時
は
今
河
と
薦
し
た

の
で
あ
ら
ろ
と
す
る
設
も
あ
る
が
、
矢
張
h
y
今
江
村

の
誤
審
と
思
は
れ
る
。
郷
村
名
義
抄
に
、
こ
の
村
は

往
古
の
南
新
保
村
・
玉
院
村
・
あ
と
村
・
東
新
保
村
・
稗

蒔
村
・
お
と
し
村
が
集
っ
た
も
の
で
、
木
場
潟
か
ら

江
を
掘
っ
た
震
に
今
江
の
村
名
を
得
た
と
あ
る
が
、

服
停
で
あ
ら
う
。
明
暦
二
年
前
回
利
常
は
、
邑
民
多

く
し
て
団
地
少
き
を
以
て
、
そ
の
こ
十
人
を
越
中
新

川
郡
舟
見
野
に
分
か
ち
、
之
を
も
今
江
村
と
癖
せ
し

め
た
こ
と
が
あ
る
。
叉
寅
永
誌
に
は
、
こ
の
村
の
領

畠
の
内
に
御
坊
屋
敷
と
い
」
が
あ
り
、
そ
れ
を
長
善

寺
の
祉
と
停
へ
る
と
記
す
る
。

イ
マ
Z
カ
ス
ガ
ジ
ン
ジ
ヤ
今
江
春
日
紳
結

J

オ
ウ
ゴ
ノ
ミ
ヤ
ジ

y
ジ
ヤ
擁
護
宮
神
社
。

イ
マ
Z
ガ
タ
今
江
潟
能
奨
・
江
沼
二
部
の
境

に
あ
る
。
一
名
琴
湖
。
長
さ
二

O
七
三
米
、
幅
一
一
一
一

O
九
米
、
周
悶
八
粁
、
面
積
=
一

O
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

費
隠
十
四
年
の
調
書
に
、
今
江
潟
東
西
十
三
町
南
北

十
九
町
、
潟
同
h
v
南
よ
り
商
に
懸
け
大
型
寺
蒋
領
串

村
・
日
末
村
領
が
あ
る
が
、
潟
は
一
駄
に
加
賀
務
領

で
、
伊
勢
銀
・
銀
・
鮒
・
飽
・
規
・
烏
額
を
捕
り
、
穫
・
虞

菰
が
生
ず
る
と
あ
る
。

イ
マ
Z
ジ
マ
今
江
縞
能
奨
郡
今
江
で
製
し
た

木
綿
織
物
で
あ
る
。
天
保
年
間
初
め
て
草
綿
を
耕
麗

し
、
・
高
畿
を
用
ひ
て
白
木
綿
を
製
し
た
に
起
り
、
安

政
初
年
か
ら
紺
無
地
叉
は
縞
物
を
出
す
に
至
っ
た
。

イ
マ
Z

ジ
ヨ
ウ
今
江
按
能
奨
郡
今
江
に
在
っ

て
、
今
江
域
と
も
御
幸
塚
城
と
も
い
う
た
。
こ
の
地

は
今
江
潟
に
臨
む
低
圧
で
あ
っ
て
1

今
江
の
部
務
は

そ
の
北
に
接
し
て
ゐ
る
。
御
幸
塚
と
い
ふ
は
郭
内
に

脊
す
る
一
古
墳
の
名
穏
で
あ
る
が
、
地
方
入
は
花
山

法
県
行
幸
の
趨
祉
だ
と
附
曾
し
て
震
る
。
本
械
は
初

め
富
樫
恭
高
の
撮
っ
た
師
別
で
あ
る
が
、
長
事
ニ
年
富

" 

. 
1 
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樫
政
親
の
滋
亡
以
後
濃
商
が
野
々
市
に
移
っ
た
た
一
し
、
三
年
従
五
位
下
内
記
に
奔
任
し
た
。
秀
次
の
横

め
、
一
向
一
授
の
強
る
厨
と
な
っ
た
。
天
正
四
年
そ
一
死
す
る
に
及
び
、
震
直
は
一
時
牢
浪
し
た
が
、
四
年

の
徒
内
田
四
郎
左
衛
門
・
林
七
介
等
こ
L
を
出
て
大
一
九
用
前

m利
長
の
招
に
臨
じ
て
守
山
に
下
り
、
地
・
忽

翠
寺
城
の
戸
次
鹿
正
を
攻
め
、
次
い
で
佐
久
間
蛾
政
・
一
料
コ
一
千
石
か
ら
漸
〈
菅
り
て
五
千
五
百
石
と
な
り
、

徳
山
則
秀
は
来
り
て
こ
の
城
脅
陥
れ
、
Z
A

年
十
月
織
一
次
い
で
利
常
に
臨
し
て
大
坂
爾
役
に
従
ひ
、
元
和
五

回
信
長
は
、
際
政
に
命
じ
て
之
に
開
ら
し
め
た
。
八
一
年
六
十
六
践
を
以
て
致
仕
し
て
宗
こ
と
稽
し
た
。
こ

年
柴
田
勝
家
御
幸
探
に
陣
し
、
，
R
つ
徳
山
則
努
の
焚
一
の
時
五
千
石
-PJ益
子
誼
恒
に
郡
・
り
、
五
百
石
を
憾
間
的

少
左
衛
門
脅
置
い
た
。
後
陵
長
五
年
前
問
利
長
の
大
一
科
と
し
、
寛
永
四
年
十
二
月
骨
三
日
七
十
四
援
を
以

現
寺
か
ら
三
蛍
山
に
兵
青
海
け
ん
と
し
た
時
、
亦
小
一
て
残
し
た
。
子
孫
世
々
滞
に
仕
へ
る
o
闘
に
考
中
。
璽

松
勢
を
軍
制
す
る
が
鏡
、
山
崎
長
徳
・
奥
村
策
明
・
太
一
直
の
斡
は
金
探
古
蹴
志
・
加
賀
務
史
広
明
に
擦
る
o
諸

国
長
知
等
-
そ
し
て
こ
L

に
仰
成
せ
し
め
た
こ
と
が
あ
一
士
系
糾
・
絶
家
録
に
は
之
や
-
貫
一
軍
に
作
っ
て
ゐ
る
。

る

。

↑

イ

マ

Z
ダ
チ
カ
ヨ
シ
今
枝
抵
義
初
欝
直
治
、

イ
マ
Z
ダ
ウ
ヂ
シ
モ
ヤ
シ
キ
今
枝
氏
下
邸
今
↑
後
直
賢
・
直
友
。
小
字
阿
高
、
後
揃
平
次
・
民
部
。
民

枝
氏
家
臣
の
邸
地
で
、
務
政
中
は
今
枝
の
家
中
と
都
一
部
直
恒
の
第
三
子
。
組
貫
直
の
夜
後
共
の
隠
興
料
五

し
た
。
今
国
民
土
塀
一
番
丁
と
な
っ
て
ゐ
る
。
一
首
.
石

-Z胸
は
り
、
顎
年
一
前
間
利
簡
の
子
小
勝
と
な
っ

イ
マ
Z
ダ
ウ
ヂ
テ
イ
今
枝
氏
邸
金
棒
高
附
町
一
た
。
時
に
年
十
五
。
寛
永
十
五
年
山
林
の
事
を
挙

に
在
っ
た
。
こ
の
邸
地
は
、
元
組
内
視
震
直
の
、
鹿
一
・
り
、
十
九
年
宗
門
奉
行
と
な
っ
て
、
吉
利
支
丹
宗
徒

長
中
高
閲
附
の
諾
士
と
共
に
搬
宅
し
た
時
に
賜
は
つ
一
を
鞠
治
し
た
。
慶
安
四
年
交
の
夜
後
一
一
品
二
千
五

た
も
の
で
、
明
治
隣
絡
の
際
に
及
ぶ
ま
で
そ
こ
に
関
一
百
石
や
・
製
ぎ
、
次
い
で
家
老
と
な
り
、
前
回
綱
紀
の

た

。

一

併

に

任

ぜ

ら

れ

、

寛

文

二

年

二

用

除

千

五

百

石

を

加

イ
マ
Z
ダ
ケ
イ
フ
今
枝
案
譜
一
加
。
加
賀
務
一
場
せ
ら
れ
た
o
次
い
で
九
年
家
老

-Z献
し
、
延
質
三

今
枝
氏
の
系
耕
で
、
そ
の
践
に
続
時
延
貧
困
年
内
皮
一
年
二
月
溢
老
し
て
信
蹄
と
焼
し
、
共
の
隊
三
千
石
を

九
月
十
七
日
今
校
内
記
駿
隠
直
方
議
担
穏
と
あ
る
。
一
隠
開
料
と
し
た
。
近
畿
人
と
錆
り
湘
良
、
典
故
に
譜

イ
マ
Z
ダ
シ
ヂ
ナ
ホ
今
枝
霊
直
初
訴
定
直
。
一
線
し
、
理
財
に
長
じ
、
叉
議
書
や
・
晴
み
、
好
ん
で
遇

遺
稿
漏
八
郎
・
内
記
。
震
直
の
焚
八
郎
左
衛
門
は
美
一
鑑
綱
同
を
誠
み
、
源
氏
物
掃
の
講
読
を
細
川
能
照
に
鴻

濃
の
入
、
内
藤
伊
賀
守
に
仕
へ
て
六
千
石
脅
領
し
、
一
い
た
。
七
年
十
二
周
廿
九
日
病
ん
で
別
密
服
直
亭
に

叉
蹄
穣
道
三
に
仕
へ
て
軍
功
が
あ
っ
た
。
元
組
元
年
一
一
般
し
た
。
年
六
十
六
。

六
局
震
直
妨
川
の
織
に
精
製
伊
操
守
に
鴎
し
、
樹
際
一
イ
マ
エ
ダ
ツ
ネ
ア
キ
今
枝
恒
明
逝
帯
主
水
。

に
首
級
を
縫
た
。
時
に
年
十
七
。
二
年
五
月
信
長
の
一
初
名
新
之
助
・
八
郎
左
衛
門
。
間
山
滞
日
置
粥
八
郎

伊
勢
長
島
の
賊
を
討
っ
た
時
に
は
伊
賀
伊
賀
守
に
島
一
忠
明
の
季
子
で
、
今
校
良
部
直
方
の
養
嗣
と
な
り
、

し
、
次
い
で
織
岡
信
雄
に
仕
へ
、
小
牧
山
の
戦
に
合
一
正
徳
四
年
金
滞
に
来
着
し
た
。
事
保
八
年
十
一
周
前

鎗
し
、
後
臨
臣
秀
吉
に
縛
じ
、
実

E
十
九
年
秀
次
に
一
回
音
徳
に
江
戸
に
召
さ
れ
て
新
知
千
石
を
腸
は
む
、

隷
し
、
迭
に
文
様
二
年
尾
州
の
五
千
三
百
.
石
を
領
知
一
九
年
入
居
若
年
寄
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
然
る
に
父
子
相

'

'
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六
二

協
は
ざ
る
や
・
以
て
十
三
年
六
周
二
日
取
を
犯
ぜ
ら

れ
、
七
周
二
日
直
方
の
上
書
に
よ
っ
て
秩
除
を
放
た

れ
、
そ
の
下
邸
に
盤
爵
し
、
直
方
か
ら
五
百
行
そ
私

給
せ
ら
れ
た
。
時
に
年
廿
九
。
直
方
の
主
張
す
る
腕
は

恒
明
が
義
突
に
封
し
て
不
挙
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

忠
訴
の
臣
を
退
け
、
女
色
に
耽
る
と
い
ふ
に
あ
っ

た
。
恒
明
費
暦
二
年
四
周
三
日
を
以
て
病
夜
し
た
。

イ
マ
Z
ダ
ナ
ホ
カ
タ
今
枝
直
方
初
め
八
右
衛

門
・
内
記
と
い
ひ
、
後
に
民
部
と
稽
し
た
。
備
前
附
山

侯
の
老
臣
日
置
務
右
衛
門
忠
治
の
五
男
。
承
勝
二
年

を
以
て
生
ま
れ
、
寛
文
七
年
今
枝
民
部
近
畿
の
務
子

と
な
り
、
延
費
三
年
近
畿
の
退
老
に
よ
り
て
一
郎
千

石
を
受
け
、
七
年
そ
の
残
後
本
線
一
一
品
四
千
石
に
復

し
、
亭
保
五
年
家
老
に
任
ぜ
ら
れ
、
悦
子
の
仰
脅
一
衆

ね
た
。
直
方
の
賀
子
右
廷
は
早
・
逝
し
た
鏡
、
亦
目
白

粥
八
郎
の
四
男
古
水
恒
明
を
養
子
と
し
た
が
、
後
政

あ
っ
て
陵
嫡
し
、
更
に
前
出
修
理
の
二
子
内
記
直

道
に
家
そ
襲
が
し
め
、
亭
保
十
三
年
十
一
周
波
し
た
。

亭
年
七
十
六
。
直
方
一
名
は
稿
、
字
は
慾
濯
、
繁
木

の
践
が
あ
り
、
著
す
厨
左
記
の
如
く
に
多
い
。

甲

子

問

書

辰

巳

役

志

列

凶

灘

々

の

さ

た

壬

申

雑

節

璽

精

練

談

己

卯

雑

誌

綴

己

卯

殺

誌

朝

聴

使

志

嘗

閣

議

志

元

旅

九

種

府

談

話
時
禁
廷
諸
事
合
志
江
戸
沙
汰
集
書

見

聞

雄

志

祖

故

殺

録

江

府

京

駿

級

志

甲

申

雑

郵

丙

民

随

筆

辛

卯

随

筆

壬

辰

殺

志

正

徳

御

代

易

略

志

突

巳

毅

志

越

年

使

役

日

記

甲

午

厳

筆

内

申

集

書

享

保

革

命

略

志

事

保

戊

民

集

番


